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審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

Stage III 大腸癌の術後化学療法に対する治療効果を予測する因子は確立されていない。

近年、癌幹細胞は化学療法に抵抗性を示すことが報告されていることから、申請者は Stage 

III 大腸癌の原発巣および転移巣における（癌）幹細胞マーカー発現の化学療法感受性予測

因子としての意義を明らかにすることを目的として本研究を行なった。 

その結果、癌幹細胞マーカーCD133 高発現症例では術後補助化学療法に抵抗性を示し、

CD133 低発現症例では術後補助化学療法により予後改善効果を認めた。また幹細胞マーカ

ーOct4, Sox2, c-myc 発現と術後補助化学療法の治療効果の関連を検討し、Oct4 低発現症例

および c-myc 高発現症例における術後補助化学療法の有用性を示した。 

 次に、大腸癌術後再発切除巣におけるこれらのマーカーと術後補助化学療法の治療効果

の検討では、原発巣と同様に、CD133 低発現症例, Oct4 低発現症例および c-myc 高発現症

例における術後補助化学療法の有用性を示した。 

 以上のように、本研究は大腸癌における（癌）幹細胞マーカー発現と化学療法の感受性

に関する詳細な検討により、大腸癌に対する個別化治療を行う上で CD133, Oct4 および 

c-myc 発現の有無が有用である可能性を示しており、今後の大腸癌治療成績の向上に寄与す

ることが期待できる。よって、本論文の学術的価値は高く博士（医学）として合格と判断

した。 


